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１ 高度情報社会におけるキーとなる用語 

【I.o.T】，【ビッグデータ】，【5G】，【A.I.】，【オープンデータ】，【データマイニング】，【ビッ

グデータの３大生成（ライフログデータ）,（センシングデータ）,（大規模システムログデータ）】， 
【オプトアウト権】 

 

２ 従来の情報社会とビッグデータ社会の違い 

① 大量な情報を全量集める社会へ。（標本調査から全量把握へ。） 

② 質より量の転換へ。（量が集まれば、ともなって質（精度）も向上する。） 

③ 因果関係から相関関係へ。（原因と結果ではなく，事象間の相関性） 

 

３ 高度情報社会における資質能力 

①「可視化」できるようになった「相関」から意味や役割を読解すること。 

   ② 相関関係の正誤判断（そもそも，相関性があるのか，偶然の一致なのか） 

  ③ オプトアウト権を行使するか否かの選択・判断（個人情報保護と権力側による個人監

視。社会全体の幸福と個人の自由との兼ね合い） 

 

４ 授業実践例 

① ビッグデータを活かす HONDA セーフティマップと埼玉県交通課 

② 外国人動態調査を活用する広島県の観光 

図 1 IoT や AI を活用する高度情報社会の概要 

【③実価値の生成】 ←【②ビッグデータを AI が分析や解析】 ←  【①IoT を用いた情報収集】 
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【効率的な産業や安全な社会の実現】 

・効率的な社会の実現や事件や事故を未然に

防ぐためには，個人情報の柔軟な利用は許

容されるべき。 

(例) 

・犯罪未然抑止のプロファイリング 

・顔認証カメラの設置による犯罪抑止 

 

 【個人監視やプライバシー侵害】 

・個人に情報譲渡の選択権があるべき。 

・個人情報は保護されるべき。 

・第三者提供は，原則許されない。 

(例) 

・個人が特定される顔認証に反対 

・オプトアウト権の行使 

人工知能(AI)  
データマイニング 

(相関関係等の分析) 
 

IoT 
ウエアラブル端末 
監視カメラ 
各種センサー 
スマートフォン 
生活家電  など 
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1)異常検知 

2)販売促進 

3)事前予測 
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